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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
◯ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 
 

C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
 本研究は、最先端のマルチビーム測深技術とその他の方法を組み合わせて浅海域～沿岸域の精密地

形図を作成し、未知の海域の可視化を目指すものであり、その上で浅海底地形学を開拓するとともに、

自然科学から人文・社会科学に至る学際研究を進めて、総合的環境理解につなげることを目的としてい

る。 

本研究で、これまで空間解像度の低かった浅海底の地形データを精密化することに成功し、解像度の

高い地形データが浅海から沿岸にかけてシームレスに得られていることは評価できる。 
一方、地図を活用した沿岸環境の総合的理解、特に、その社会文化的側面については十分な研究成果

が得られておらず、新しい学際研究の創出に向けて更なる努力が必要であるが、総じて高く評価できる

ともの判断する。 
 

検証結果   当初目標に対し、十分ではなかったが一応の成果があった。 
予定されていた海域の一部では高解像度の３次元海底地形データが取得できており、

グレートバリアリーフでの調査や人文地理学的研究でも成果を上げている。しかし、マ

ルチビームを用いた測深の位置精度を１桁向上させるという研究ツールの強化は十分に

行われておらず、また予定されていた海域の多くにおいて測定が完了していない。 

B 

 


